
総人口 4,692人（男　2,277人　　女 2,415人）

世帯数 2,048世帯

世帯人員 2.3人（一世帯あたり人員）

65歳以上人口割合 25.4％

人口密度 23.8人（一平方キロ当たり）

出生 年間  29人 ／ 12.5日に１人

死亡 年間  48人 ／　7.6日に１人

転入／転出 年間 246人 ／ 年間 207人

観光客入込み数 年間 1,481,100人／１日あたり 4,057.8人

＊以上、２００７年２月２８日現在

＊ 以上、２００６年度（平成17年4月1日～平成18年3月31日）実績

２００６年度末版

ニセコ町イメージキャラクター：ニッキー

２００７年３月データ更新

ニセコ町統計資料

「数字で見るニセコ」

北海道虻田郡ニセコ町

随時更新
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「ニセコ町民憲章」 （１９７３年１１月３日制定）

私たちはニセコ町の自然を愛し、恵まれた大地で勤労と生産に励む日々
を感謝しながら希望に満ちた生活につとめ、より豊かな未来をつくるために
願いを込めてこの憲章を定めます。

一，自然を愛し住みよい環境をつくりましょう。

一，きまりを守り明るい社会をつくりましょう。

一，力をあわせ豊かな生産にはげみましょう。

一，健康で働き楽しい家庭をつくりましょう。

一，希望に生きるたくましい町民となりましょう。

◇ニセコ町の木：しらかば （１９７９年 ４月４日制定）

◇ニセコ町の花：ラベンダー （１９９１年１０月１日制定）

◇ニセコ町の鳥：あかげら （１９９１年１０月１日制定）

「ニセコ町章」 （１９６８年５月１５日制定）
町名の「ニセコ」を図案化したもので、「ニ」は雲を、「セ」は
山を、「コ」は流れを意味し、それぞれ青雲の志、不動の姿、
不断の努力を表す。総体的に丸形は平和と団結を、山頂
と山裾は飛躍と発展を、内側の白い部分は清らかな心と雪
を象徴する。

－２－



気象概況
２００６年平均気温・湿度・風速の変化（倶知安測候所観測値）

－３－

ニセコ町
ニセコ町は、東経140゜48’
北緯42゜52’、道央の西部、
後志管内のほぼ中央に位
置し、山岳に囲まれた波状
傾斜の多い丘陵盆地を形
成している。このため内陸
的気候を呈し、平均気温は
６．３゜Ｃである。また、冬期
の最深積雪は２００ｃｍにも
達することがある。

ニセコ町は、東経140゜48’
北緯42゜52’、道央の西部、
後志管内のほぼ中央に位
置し、山岳に囲まれた波状
傾斜の多い丘陵盆地を形
成している。このため内陸
的気候を呈し、平均気温は
６．３゜Ｃである。また、冬期
の最深積雪は２００ｃｍにも
達することがある。

3.0

14.5

18.8

22.7

15.9

9.3

4.0

-2.6

2.7

6.7

15.8

26.5
24.3

28.4

32.9

25.9
22.5

17.9

5.3

-19.2

-15.1

-7.6

4.3

8.9

13.4

4.2

-13.1

-5.9 -4.6

-0.7

10.6

6.2

-14.7

-0.2

-4.0 -3.7

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平均気温

最高気温

最低気温

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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２００６年日照時間（月平均）の変化 （倶知安測候所観測値）
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自然公園 （後志支庁環境生活課調べ）

支笏洞爺国立公園とニセコ積丹小樽海岸国定公園を合わせると、ニセコ町
全体の約１３.５％の面積を占めており、貴重な自然に恵まれた土地であるこ
とがわかる。

主な山岳・河川 （国土地理院地形図最新版）

ニセコアンヌプリ、昆布岳、そして「蝦夷富士」と呼ばれる羊蹄山に三方を
囲まれている。そのほぼ中央を、北海道で６番目の流路延長を持つ尻別
川が、真狩川や昆布川などの支流を集め、東西に流れている。

森林面積 （２００１年北海道林業統計）

天然林が全体の約７８％を占めている。

ニセコ野営場
ニセコアンヌプリとイワオヌプリに挟まれた、五色温泉そばにあり、登山

や沼めぐりの拠点としても最適です。春から初夏に野山を彩るお花畑や、
紅葉の名所からも近く、隣接する五色温泉の露天風呂を楽しむこともでき
ます。
所在地：ニセコ五色温泉付近 開設期間：６月上旬～１０月中旬
収容能力：１００名 料金：大人５００円・小中学生２００円

－５－

山 岳 名 標高（m） 河 川 名 延長（km）

羊 蹄 山 1,898 尻 別 川 125.7

ニセコアンヌプリ 1,308 真 狩 川 27.4

昆 布 岳 1,045 昆 布 川 24.4

区 分 面積(ha)

人 工 林 2,549

天 然 林 9,167

樹 林 地 総 数 11,716

無 立 木 地 1,252

公 園
ニセコ町内に占める

面積(ha)
総面積(ha)

支 笏 洞 爺 国 立 公 園 1,374 99,302

ニ セ コ 積 丹 小 樽 海 岸
国 定 公 園

1,280 19,009
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その他

9.19%

田

3.47% 畑

11.43%

地目別土地面積・総面積 （２００５年固定資産概要調書）

山林が全体の約半分を占め、

次いで原野、畑の順である。北
海道全体と比較すると、特に山
林が少なく、原野、その他が多
い。その他には、墓地、境内、運
河用地、水道用地、用悪水路、
ため池、堤、井溝、保安林、公
衆用道路、公園が含まれる。総
面積は、北海道内１８０市町村
の平均の半分弱の広さとなって
いる。

面積比率

－６－

地 目 面積（Ｋ㎡） 割合

田 6.85 3.47%

畑 22.53 11.43%

宅 地 2.20 1.12%

鉱 泉 地 0.00 0.00%

池 ・ 沼 0.05 0.03%

山 林 101.97 51.73%

牧 場 0.92 0.47%

原 野 40.81 20.70%

雑 種 地 3.69 1.87%

そ の 他 18.11 9.19%

総 面 積 197.13 100.00%

北海道の

市町村の平均
435.66 ―



年齢男女別人口 （２００７年２月２８日現在住民基本台帳）
男２,２７７人、女２,４１５人、総人口４ , ６９２人。高齢者（６５歳以上)比率は２５．４％であり、
今後も少子高齢化が進むと思われる。国勢調査によると、２００５年１０月１日現在の全国、
北海道の高齢者比率は、それぞれ２０．１％、２１．４％である。

国勢調査人口の推移
１９２０年より１９４０年までは減少したが、戦後一時増加する。しかし、全国的に
過疎化減少が顕著化し始めた１９６０年頃から再び減少を始め、１９８０年には１
９２０年の半分以下まで落ち込んだ。以降、多少の増減はあるものの、現在まで
横ばい状態が続いている。
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右のグラフは、戦後最も人口が多かった頃（１９５５年）と、

人口減少が最も激しかった頃（１９７０年）の人口ピラミッドで
ある。３つのグラフを年代ごとに見ると、「ピラミッド型」から「
釣り鐘型」に形が変わっていく様子がわかる。すなわち、少子
高齢化社会への変化が目で見ることができる。
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産業別就業人口の推移 （国勢調査）

農業を中心とする第一次産業は年々減少している。それに対して１９８０年ま
で横ばいであった第三次産業が１９８５年から増え始め、１９９０年には全就業
人口の６０％以上を占めるようになった．

産業別就業人口構成比率の推移 （国勢調査）
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産業別就業人口 （２００５年国勢調査）

就業人口でみると、サービス業、農業が多くを占めている。

産業別就業人口比率 （２００５年国勢調査）

北海道全体の数値と比較すると、ニセコ町はサービス業と農業の比率が高く、
製造業と商業の比率が低いことがわかる。

上のグラフからもわかるが、ニセコ町の就業人口面からみた主要産業は農
業と、観光を中心としたサービス業の二つである。
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農家数の推移 （農業基本調査・農業センサス）
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農業産出額
24億円
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（２００４年北海道農林水産統計年報）

－１１－
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観光客入り込み状況
（２００５年度ニセコ町商工観光課調べ）

ニセコの観光客入り込み数の特徴は、１月と
８月にピークを持つ二峰型である。
スキーシーズンの冬と、様々なアウトドアス
ポーツを楽しむことができる夏にニセコの魅
力を感じる人が多いのだと考えられる。
内訳をみると、日帰り客が７割を占めている。
これは札幌から車で２時間という地理的な要
因によるものと考えられる。また、以前は３割
ほどだった道外客も、最近は道内客とほぼ同
じ割合まで増えている。

宿泊施設数

－１２－

地 区 軒数 収容人数

昆 布 温 泉 5 447

モ イ ワ 地 区 7 524

ア ン ヌ プ リ 地 区 25 1,066

東 山 地 区 24 1,561

ニ セ コ 五 色 温 泉 2 145

ニ セ コ 市 街 1 30

近 藤 地 区 1 10

里見・富川・西富地区 3 38

総 数 68 3,821

平成17年11月現在

月別入込数（人）
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（51%）
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722,400人
（49%）

観光客内訳



観光客入り込み数の推移
ニセコ山系全体では、１９９６年度を境に微増傾向へと転じ、２０００年度以
後は、ほぼ横ばいの状況にあります。ニセコ町のみに限ると、ここ１５年間は、
ほぼ横這いで推移しています。

＊ニセコ山系とは、蘭越、ニセコ、倶知安、岩内、共和の５町の区域を指しています。

有島記念館・記念公園・アートギャラリー・カルチャーセンター

ニセコ町は有島武郎ゆかりの地です。大正６年、「新小説」に発表され、有島文学の
文壇での地位を確立した作品「カインの末裔」は、この地を舞台にしたものです。また、
代表作品の一つ「生まれ出づる悩み」や、随想「秋」もこの地で書かれたものです。
これまで多くの文学ファンや旅行者に親しまれてきた有島記念館の周辺が、有島文

学の里に生まれ変わりました。有島武郎生誕１１０年を記念して新しく誕生した有島記
念公園。２ヘクタールの敷地のなかには「一房の葡萄」、「星座」、「生まれいづる悩み」
など、有島武郎の作品にちなんだ花時計などが配置されています。また、有島カルチャ
ーセンター・有島アートギャラリーでは、絵画・等工芸などの個展も開かれており、身近
で優れた作品に触れながら有島作品を知り、ゆっくりと味わうことができるユニークな『
文学と芸術の散歩道』です。

有島記念館 有島カルチャーセンター 有島アートギャラリー 有島記念公園
建物完成：昭和52年12月 建物完成：平成元年1月 建物完成：平成7年3月 公園完成：昭和62年11月
建物面積：195.7㎡ 建築面積：426.78㎡ 建築面積：730.56㎡ 公園面積：19,338.98㎡
総床面積：264.1㎡ 総床面積：445.37㎡ 総床面積：720.40㎡
構造：鉄筋コンクリート

－１３－
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水道施設・給水状況 （２００５年度末ニセコ町上下水道課調べ）

ニセコ町は宿泊施設が多いため、給水人口あたりの給水量が多い。特に宿泊施
設が多い地区では、その他の地区と比べると１０～６０倍もの違いがある。給水
人口あたりの給水施設能力で比べると、後志管内全体では０．６立方メートル、
ニセコ町が１．０４立方メートルと、２倍近くも大きい。

－１４－

470.7171.84,153713,476合 計

189.369.123115,970福井地区簡易水道

4,443.01,621.72032,434いこいの村地区飲用水供給施設

1,288.5470.362,822ニセコ温泉郷地区飲用水供給施設

226.882.8201,656桂地区飲用水供給施設

1,922.2701.6227159,268ニセコ地区簡易水道

304.9111.322625,164近藤地区簡易水道

256.793.721520,153宮田地区簡易水道

695.1253.7465117.963曽我地区簡易水道

337.5123.22,743338,046市街地区簡易水道

１人１日当たり
使用量（㍑）

１人当たり使用量
（立方㍍）

給水人口
（人）

２００５年度給水量
（立方㍍）

区 分

ごみ処理 （ニセコ町町民生活課調べ）

現在、環境やゴミに関する問題は世界中の大きな課題であり、ニセコ町におい
ても数々の取り組みを行なっている。ニセコ町では、平成１４年度からごみの有
料収集を開始し、同時に細分化した資源ごみの収集を行ない、ごみのリサイク
ル率向上を図っている。平成１７年度リサイクル率は、６３．４％となっている。
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学校状況等 （
２００６年５月１日現在学校基本調査
＜保育所＞２００６年４月１日現在ニセコ保育所調べ
＜高 校＞２００６年４月１日現在ニセコ高等学校調べ

）

児童数・生徒数の推移

体 育 施 設

－１５－

施設名 　 面　　　積 概　　　　　　　　　　要

陸上競技場 8,997 ㎡ 日本陸連４種公認１周３００ｍ８コース　用具庫

水泳プール 325 ㎡ 鉄骨屋根、ビニール張り、７コース（２５ｍ×１４ｍ）

子供用フロア付き、管理棟（セラミックブロック）

町民運動場 12,796 ㎡ 野球用バックネット１張り、夜間照明６基（４０ｋｗ）

テニスコート 1,600 ㎡ ラブテックシステムコート（２面）、フェンス付

水飲み場１ヶ所、夜間照明４基（１６ｋｗ）

総合体育館 2,556 ㎡ アリーナ１,２２４㎡、格技室、研修室

トレーニング室、放送室、更衣室（シャワー付き）

施設名

運動公園 野球場１面（１７２３８㎡・両翼９８ｍ、センター１２０ｍ）

管理棟、ゲートボールコート（２面）

多目的広場、パークゴルフ場（１８ホール）駐車場、あずまや

エントランス広場、ロックガーデン、ラベンダー園、芝桜園

概　　　　　　　　　　要

学 校 名 学級数 生徒・児童総数 生徒・児童数（男） 生徒・児童数（女） 教員数

ニセ コ幼 稚園 2 39 21 18 6

ニセ コ小 学校 10 228 118 110 15

近 藤 小 学 校 4 22 13 9 7

ニセ コ中 学校 6 135 68 67 14

ニセコ高等学校 4 112 44 68 11

保 育 所 6 76 38 38 7

39

250

135

99

273135414644

249
269

280

309
315321

148145

165175171171

126 124 119 120
103 99

0

50

100

150

200

250

300

350

１９９２年 １９９４年 １９９６年 １９９８年 ２０００年 ２００３年 ２００６年

幼稚園（人） 小学校（人）

中学校（人） 高校（人）



ニセコ町の財政（２００５年度決算）

－１６－

一般会計

歳　　入 決算額（千円） 構成比 歳　　出 決算額（千円） 構成比

町 税 583,636 15.53% （款　別）

地 方 譲 与 税 89,717 2.39% 議 会 費 61,184 1.66%

利 子 割 交 付 金 1,650 0.04% 総 務 費 450,744 12.23%

配当割・株式譲渡所得等交付金 940 0.03% 民 生 費 448,013 12.16%

地 方 消 費 税 交 付 金 43,978 1.17% 衛 生 費 300,017 8.14%

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 6,466 0.17% 労 働 費 1,021 0.03%

自 動 車 取 得 税 交 付 金 22,658 0.60% 農 林 水 産 業 費 280,932 7.62%

地 方 特 例 交 付 金 7,877 0.21% 商 工 費 78,856 2.14%

地 方 交 付 税 1,800,912 47.93% 土 木 費 613,510 16.65%

交通安全対策特 別交 付税 1,091 0.03% 消 防 費 139,833 3.79%

分 担 金 及 び 負 担 金 15,934 0.42% 教 育 費 456,254 12.38%

使 用 料 及 び 手 数 料 162,453 4.32% 災 害 復 旧 費 5,672 0.15%

国 庫 支 出 金 216,152 5.75% 公 債 費 849,079 23.04%

道 支 出 金 141,953 3.78%

財 産 収 入 24,690 0.66% （性質別）

寄 附 金 2,491 0.07% 人 件 費 698,453 18.95%

繰 入 金 123,052 3.28% 扶 助 費 158,759 4.31%

繰 越 金 57,167 1.52% 物 件費・維持補修費・補助費 1,031,094 27.98%

諸 収 入 97,004 2.58% 普 通 建 設 事 業 費 587,609 15.95%

町 債 357,200 9.51% 災 害 復 旧 事 業 費 5,672 0.15%

公 債 費 849,079 23.04%

積 立 金 ・ 貸 付 金 11,029 0.30%

特 別 会 計 繰 出 金 343,420 9.32%

歳 入 合 計 3,757,021 歳 出 合 計 3,685,115

特別会計

会　　計 会　　計

国 民 健 康 保 険 事 業 国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 険 事 業 老 人 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業 介 護 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業 簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業 公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業 農 業 集 落 排 水 事 業

特 別 会 計 合 計 特 別 会 計 合 計

154,900

173,563

6,970

1,765,045

歳出決算額（千円）

495,055

598,447

336,110

154,999

173,630

7,071

1,775,129

歳入決算額（千円）

495,652

598,496

345,281

ニセコ町の予算、詳しい財政状況については、予算説明書「もっと知りたいことしの仕事」をご
覧ください。

ホームページ版 http://www.town.niseko.hokkaido.jp/motto/motto_top.htm

※町外にお住まいの方は、㈱ニセコリゾート観光協会にてお買い求めいただけます。

（１冊１，０００円）

◆ニセコリゾート観光協会（道の駅ニセコビュープラザ内）
担当＝加藤・久保
〒048-1544 虻田郡ニセコ町字元町７７番地１０
電話0136-44-2420 ファックス0136-43-2050
ｅメール master@niseko-1.com ホームページ http://www.niseko.org/



　　　    年 月 出来事

1895 （ 明治２８ ） 本町初の移住者、清川孫太、岩上判七ら西富に入地する。

1896 （ 明治２９ ） 12 松岡善五郎、移民１４２人を率い入地する。（松岡農場）
1897 （ 明治３０ ） 5 本町最初の教育施設として近藤農場に簡易教育所できる。

　 7 虻田村より分村し真狩村（現在の留寿都村）の区域に入る。

1899 （ 明治３２ ） 7 有島武が婿山本直良の名義で９０万坪の貸下をうける。（有島農場）
1900 （ 明治３３ ） 4 吉川銀之丞、石狩幌向より小作人４戸と共に有島農場に入地する。この頃、松岡農

場大半開墾に成功し、遠近の規範農場となる。
9 元町より倶知安まで（13.7km）道路工事着手。

1901 （ 明治３４ ） 昆布、倶知安間国道工事始まる。
11 真狩村より分村独立、真狩村字真狩別太の狩太をとり狩太村と名付けられ戸長役
場を元町に置く。（初代村長村上元治）

12 狩太郵便局開設。（局長、深貝謙太郎）　元町と西富に駅逓できる。

1902 （ 明治３５ ） 1 村総代人に佐村義介、吉川銀之丞当選。
　 4 元町に劇場狩太座できる。

10 村医、山崎喜一郎着任。狩太第一尋常小学校（現近藤小学校）開校。生徒６０人。
尻別川（川北～市街）に渡船できる。人２銭。馬５銭。

1903 （ 明治３６ ） 4 ルベシベ（宮田）に試作水田約４畝造田される。
5 倶知安第四尋常小学校附属ニセコアン簡易教育所開設。（曽我小学校前身）
7 狩太巡査出張所設置、大村栄太郎着任。

1904 （ 明治３７ ） 松岡陸三、社地７００坪を献じ神社奉斎する。（狩太神社の始め）
5 狩太第二尋常小学校開校。（現宮田小学校）
10 函樽鉄道開通。（現函館本線、函館～小樽間）

1905 （ 明治３８ ） 3 狩太村巡査駐在所できる。
4 戸長役場を新市街に移す。倶知安第四尋常小学校附属藤山特別教育所開設。（藤
山小学校前身）

5 狩太第三尋常小学校開校。（福井小学校）
12 狩太第四小学校新市街に開校。（現農協所在地、今のニセコ小学校）

1906 （ 明治３９ ） 4 ２級町村制実施される。初代村長、西村数省（村議１５名）
11 ルベシベ（宮田）青年会できる。（会長、梶藤四郎、青年会の始め）

1907 （ 明治４０ ） 5 富塚九平、製作所を始める。
8 帝国製麻株式会社狩太工場操業開始。（大正１３年工場閉鎖。）
11 曽我青年会できる。昆布より西富、桂台を経て弁辺村会に至る道路開通。

1908 （ 明治４１ ） 7 羊蹄山、５日間燃える。
10 橋本某、名無川にて水車を始める。

1909 （ 明治４２ ） 5 消防組できる。
1910 （ 明治４３ ） 3 ニセコアン（ニセコ、曽我）一帯が倶知安村から狩太村に併合される。

5 元町郵便局ができる。

1911 （ 明治４４ ） 寿都銀行支店できる。（後の道銀支店）

1913 （ 大正２ ） 大凶作

1914 （ 大正３ ） 4 有島武郎、佐村農場を買い取り第二有島農場となる。
7 旧市街で草競馬開催。

1915 （ 大正４ ） 4 狩太商工会創立。
6 忠魂碑建立除幕式。

1917 （ 大正６ ） 守屋商店付近に劇場旭座できる。（昭和４年１月焼失）　近藤農場で鉄鉱採掘然別
に移出する。（２年間操業）

1918 （ 大正７ ） 狩太、留寿都間に乗合馬車。
3 市街地に電話開通する。

1920 （ 大正９ ） 3 狩太村青年団できる。（１６支部）

1921 （ 大正１０ ） 7 王子製紙工業株式会社尻別第一発電所完成。
1922 （ 大正１１ ） 6 有島寄付の２町歩をグラウンドにする。（現ニセコ小学校グラウンド）

7 有島武郎、小作人を集会所に集め、４５０町歩の「農場解放宣言」を行う。
9 宮田ルベシベ処女会結成。（女子青年団活動の始め）

町町 のの ああ ゆゆ みみ
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1923 （ 大正１２ ） この年から豊里、元町、有島で酪農がはじまる。

1924 （ 大正１３ ） 8 有島農場解放記念碑建立。
1925 （ 大正１４ ） 4 弁辺村（現豊浦町）から中昆布、柳の沢、桂の沢一帯を分割、狩太村に合併され

る。狩太、留寿都間５人乗自動車はしる。北富士自動車会社の前身。（昭和１８年道
南バスに吸収）

1926 （ 大正１５ ） 11 第二王子発電所完成。
1927 （ 昭和２ ） 2 私立王子第二小学校開校。（昭和１６年公立王子小学校となる）

1928 （ 昭和３ ） 3 秩父宮殿下ニセコに御来遊。

11 狩太信用購買販売利用組合創立。（昭和１９年１月１日命により解散）

1929 （ 昭和４ ） 11 北海道製酪販売連合会狩太工場設立。（雪印乳業株式会社狩太工場の前身）

1931 （ 昭和６ ） 大凶作

12 狩太村立病院開設。

1933 （ 昭和８ ） 8 村の紋章告示。

9 狩太商業組合創立。（昭和３４年１月２７日解散）

1934 （ 昭和９ ） 1 狩太尋常高等小学校全焼する。

1936 （ 昭和１１ ） 9 秩父宮殿下御来遊。
1937 （ 昭和１２ ） 4 字地番改正。狩太、真狩間植民軌道運転開始。（昭和２５年８月運行中止、２８年廃

止）

1939 （ 昭和１４ ） 12 後志生産連狩太孵卵場できる。（昭和４０年６月廃止）
1940 （ 昭和１５ ） ニセコで今井鉱山鉄鉱の採掘開始。（終戦とともに閉鎖）

11 北海道電力株式会社比羅夫発電所創業。

1941 （ 昭和１６ ） 9 株式会社後志澱粉工業所設立。
1943 （ 昭和１８ ） 狩太、留寿都間道南バス運行される。

11 農村電灯設備を初めて西山部落に施設する。

1944 （ 昭和１９ ） 5 狩太製材工場できる。
10 狩太土管製作所創業。

1946 （ 昭和２１ ） 5 特別指導村から普通村に昇格する。
12 農地改革始まる。

1947 （ 昭和２２ ） 4 桂小学校廃校。
5 学制改革により狩太、近藤、福井、桂の各中学校開校。

1948 （ 昭和２３ ） 3 狩太農業協同組合設立認可。狩太農業共済組合設立。
8 狩太村開拓農業協同組合設立。（昭和４５年１２月解散）

10 狩太高等学校開校。（倶知安農業高等学校狩太分校として）

1949 （ 昭和２４ ） 3 高松宮、三笠宮両殿下ニセコに御来遊。
1950 （ 昭和２５ ） 4 後志信用金庫狩太支店できる。

5 羊蹄山が国立公園に指定される。（支笏洞爺国立公園）

8 「ニセコ」が道立公園に指定される。

9 町制施行される。（初代町長、鈴木五十治）　開村５０周年記念式典を併せて行う。

1951 （ 昭和２６ ） 7 狩太、倶知安間道南バス運行。
9 東大、駒井和愛博士一行、滝台、北栄のストーンサークルを発掘調査する。

1954 （ 昭和２９ ） 7 拓銀狩太支店が道銀支店と名称変わる。（昭和４３年１１月閉鎖）
8 天皇、皇后両陛下御来町。（奉迎場狩太小学校校庭、観光ホテルに御二泊）

1955 （ 昭和３０ ） 2 狩太有線放送開始。
1956 （ 昭和３１ ） 5 雪印乳業株式会社狩太工場落成。（昭和５１年３月閉鎖）
1957 （ 昭和３２ ） 5 有島農場管理事務所焼失する。

7 狩太町体育協会できる。

1958 （ 昭和３３ ） 11 ニセコ昆布温泉、ニセコ五色温泉郷国民保養温泉地に指定される。
1959 （ 昭和３４ ） 7 狩太町公認グラウンド完成。（１周３００m）
1960 （ 昭和３５ ） 10 国保町立病院新築。（昭和４１年３月廃止）

11 市街地に簡易水道施設布設。狩太町史刊行。

1961 （ 昭和３６ ） 3 王子小学校、狩太小学校に吸収統合。
1963 （ 昭和３８ ） 7 ニセコ山系、ニセコ積丹小樽海岸国定公園に指定される。

－１８－



　　　　　年 月 出来事

1964 （ 昭和３９ ） 8 公民館完成。
10 「狩太町」を「ニセコ町」に町名改称する。

1966 （ 昭和４１ ） 7 町民体育館完成。
12 太平洋クラブニセコモイワ国際スキー場開設。

有線放送電話施設開設、通話開始。

1967 （ 昭和４２ ） 4 町内中学校統合。（近藤、福井、ニセコ各中学校）
6 役場新庁舎完成。
7 開基７０周年記念式典挙行。

1968 （ 昭和４３ ） 3 曽我小学校、ニセコ小学校に吸収統合。
4 駅名、「狩太駅」を「ニセコ駅」に改名する。
5 町章制定。

1969 （ 昭和４４ ） 8 統合ニセコ中学校校舎完成。（３ヶ年計画）
1971 （ 昭和４６ ） 3 過疎地域市町村に指定される。
1972 （ 昭和４７ ） 2 ニセコ町振興公社設立。（昭和４８年７月ニセコ町土地開発公社となる。）

8 国民保養センター芙蓉荘完成。
9 町営牧野造成完成。
10 町立保育所完成。
11 ニセコアンヌプリ国際スキー場開設。

1973 （ 昭和４８ ） 11 「町民憲章」及び「ニセコ町の歌」制定。
1974 （ 昭和４９ ） 9 ニセコ町民センター完成。
1976 （ 昭和５１ ） 3 ニセコ、蘭越町学校組合解散。（桂中学校廃校）

9 新消防庁舎完成。

1978 （ 昭和５３ ） 2 新　有島記念館完成。
8 ニセコ町、マキノ町姉妹都市提携を結ぶ。
10 農村情報連絡施設同報無線開局。

1979 （ 昭和５４ ） 4 町木「しらかば」と決まる。
1980 （ 昭和５５ ） 2 ニセコ町総合体育館完成。

11 全天候型テニスコート（２面）完成。

1981 （ 昭和５６ ） 3 藤山小学校、ニセコ小学校に吸収統合。
10 開基８０周年記念式典、総合体育館落成式挙行。
11 「ニセコいこいの村」オープン。

1982 （ 昭和５７ ） 3 ニセコ町史発刊。ニセコ町新総合計画策定。
12 東山スキー場、東山プリンスホテルオープン。ニセコ小学校新校舎完成。

1983 （ 昭和５８ ） 6 土づくり１０年計画開始。
1984 （ 昭和５９ ） 2 ポテト共和国独立宣言。

11 町立ニセコ幼稚園完成。

1985 （ 昭和６０ ） 3 信州新町と姉妹都市提携を結ぶ。
7 マキノ、ニセコ駅姉妹駅提携を結ぶ。
11 ニセコ小学校開校８０周年記念式典。
12 特別養護老人ホーム「ニセコハイツ」完成。

1987 （ 昭和６２ ） 11 有島記念公園・サフォーク牧場完成。
1988 （ 昭和６３ ） 2 アンヌプリ地区地熱開発事業により温泉湧出。

12 スキー列車「ニセコエクスプレス」運行開始。

1989 （ 平成元 ） 6 ニセコ町集約牧草地（字黒川）開設。有島カルチャーセンターオープン。
10 町名改正２５周年、町制施行４０周年記念式典開催。

1990 （ 平成２ ） 1 平成元年度優良町村表彰受賞。
3 福井小学校閉校。
5 ＳＬ・Ｃ６２ニセコ号、小樽ニセコ間運行。（平成７年運行中止）
8 ニセコ町運動公園野球場オープン。
8 「ニセコ赤坂奴」町無形民族文化財に指定される。

－１９－
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1991 （ 平成３ ） 10 ニセコ町開基９０周年記念式典挙行。
町の花にラベンダー、鳥にアカゲラ制定される。

12 ニセコ高校新校舎完成。ニセコヘリポート完成。

1992 （ 平成４ ） 12 オフトーク通信運用開始。近藤小学校新校舎完成。

1994 （ 平成６ ） 9 ニセコ町運動公園完成。

11 ニセコ大橋完成。

12 望羊団地（８棟７２戸）完成。

1995 （ 平成７ ） 3 有島アートギャラリー完成。

4 マイウェイアワロード事業着工

8 市街地区下水道着工。

10 中央地区地熱開発事業再調査により温泉湧出。

12 曽我森林公園完成。

1996 （ 平成８ ） 1 曽我地区簡易水道完成。

4 ニセコ綺羅街道街並み整備事業着工。

12 のぞみ団地（２棟２０戸）完成。

1997 （ 平成９ ） 3 ディサービスセンター在宅介護支援センター完成。

3 ニセコ医院新築工事完成。

5 道の駅「ニセコビュープラザ」オープン。

8 市街地区下水道処理施設着工。

11 地方自治法施行５０周年記念自治大臣表彰受賞。

1998 （ 平成１０ ） 2 綺羅団地（２棟２０戸）完成。
2 毎日新聞地方自治大賞奨励賞受賞。

1999 （ 平成１１ ） 4 ニセコ町情報公開条例及びニセコ町個人情報保護条例施行
2000 （ 平成１２ ） 2 本通A団地（単身者用、２棟１２戸）完成。

10 市街地区にて下水道が利用可能となる。

12 本通A団地（１棟１６戸）完成。

2001 （ 平成１３ ） 4 ニセコ町まちづくり基本条例施行。
6 ニセコ駅前温泉「綺羅乃湯」（きらのゆ）オープン。

10 開基１００年記念式典。

2002 ( 平成１４ ） 2 道道岩内洞爺線拡幅工事完了。
4 町内循環バス「ふれあいシャトル」運行開始。

6 ニセコ花フェスタ綺羅街道開催。

9 近藤小学校開校１００周年記念式典

10 ゴミ有料化開始。

12 一般廃棄物最終処分場完成。

12 堆肥センター完成。

2003 （ 平成１５ ） 4 町民学習交流センター「あそぶっく」オープン。
9 倶知安町・ニセコ町合併協議会設置。

11 宮田小学校開校100周年記念式典

2004 （ 平成１６ ） 6 福井地区簡易水道利用開始。
9 西富地区で下水道（農業集落排水施設）が利用可能となる。

12 字曽我・ニセコ・東山地区で光ファイバーによる高速通信サービス開始。

2005 （ 平成１７ ） 12 蘭越町・ニセコ町・真狩村・喜茂別町・倶知安町合併協議会解散
2006 （ 平成１８ ） 2 ニセコ町出身の吉岡大輔選手が、トリノオリンピック・スキーアルペン競技に出場。

3 宮田小学校閉校

2007 （ 平成１９ ） 4 ニセコ町幼児センター「きらっと」オープン。
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